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「
み

法

を
味

わ

ぅ
ｔ

」
働

花

の

い

の

ち

床
の
間
や
机
の
上
な
ど
に
生
け
ら
れ
た
美
し
い
花
を

愛
で
る
と
き
、
人
の
心
は
和
み
ま
す
。
し
か
し
時
に
は

そ
の
上
に
、
こ
の
花
に
は
も
っ
と
長
い
撃
が
あ
り
根
が

あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
根
は
大
地
に
支
え
ら
れ
、
そ
こ
か

ら
水
や
養
分
を
吸
っ
て
い
た
、
そ
れ
が
今
こ
う
し
て
美

し
い
花
に
な
っ
た
こ
と
に
思
い
を
い
た
ら
せ
て
み
る
の

も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

短
い
花
の
命
の
背
後
に
長
い
時
間
を
か
け
て
育
て
た

力
が
あ
る
よ
う
に
、
私
の
今
日
あ
る
を
培
っ
た
種
々
の

力
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

つ
い
数
日
前
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
た
茎
や
根
に
気
づ

か
な
い
よ
う
に
、
胎
内
で
は
へ
そ
の
緒
で
つ
な
が
っ
て

い
た
こ
と
を
無
視
し
よ
う
と
す
る
私
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
遠
い
昔
か
ら
現
在
ま
で
の
限
り
な
い
人
、
物
、

事
の
お
か
げ
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
私
の
人
生
を
築

く
道
を
こ
そ
進
み
た
い
も
の
で
す
。

鷹
谷
俊
昭
著

『月
ご
と
の
こ
と
ば
』
転
載

法霧

虫
ぼ
し
法
座

諦

神
群

碁

寺

苅

屋

光

影

師

七
月
十
九
日
（木
）

十
三
時
半
よ
り
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五
月
十
二
日
十
三
時
よ
り
親
鸞
聖
人

の
ご
誕
生
を
お
祝
い
す
る
宗
祖
降
誕
会

（ご
う
た
ん
え
）
法
要
が
勤
ま
り
ま
し
た
。

一
同
で
和
訳
正
信
侶
を
お
つ
と
め
の

後
、
奉
賛
行
事
が
三
部
あ
り
ま
し
た
。

第

一
部
は
浄
心
寺
女
声
コ
ー
ラ
ス
同

好
会

「
コ
ー
ル
清
風

（し
ょ
う
ふ
う
と

に
よ
る
仏
教
讃
歌
。
平
田
澄
子
先
生
の

電
子
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
も
と
、

「ど
こ
に

も
ひ
か
り
が
」
、

「釈
迦
弥
陀
は
慈
悲
の

父
母
」
、

「念
仏
」
、

「し
ん
ら
ん
さ
ま
」

の
四
曲
を
披
露
。
や
さ
し
い
歌
声
が
堂

内
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

第
二
部
は

「発
展
途
上
国
の
子
供
た

ち
に
楽
器
を
贈
ろ
う
」
と
い
う
趣
旨
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
。
琴
、
ピ
ア

ノ
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
プ

ロ
の
方
に
よ
る
演

奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
回
は
金
子
み

す
ゞ
の
詩
の
朗

読
と
そ
れ
を
出

に
し
た
も
の
な

ど
、
ピ
ア
ノ
、

琴
の
演
奏
や
ソ

プ
ラ
ノ
の
歌
で

楽
し
み
ま
し
た
。

募
金
も
昨
年

同
様
に
十
分
す

ぎ
る
ほ
ど
集
ま
り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
主

催
者
か
ら
は
、
今
年
も
ま
と
ま

っ
た
数

の
楽
器
を
贈
れ
そ
う
だ
と
の
喜
び
の
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
　
ヤ

第
三
部
は
上
方
落
語
。
今
年
は
笑
福

亭
松
喬
師
匠
の
三
番
弟
子
、
生
喬
さ
ん

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
松
喬

師
匠
の
奥
さ
ま
も
お
見
え
に
な
り
、
法

座
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ご
覧
に
な
り

ま
し
た
。
休
憩
を
は
さ
ん
で
二
席
あ
り
、

一
席
目
は
「住
吉
籠
」
、
二
席
目
は

「尻

餅
」
で
し
た
。
楽
し
い
話
芸
に
あ

っ
と

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

今
年
も
門
信
徒
以
外
の
方
に
も
お
越

し
い
た
だ
き
、
た

く
さ
ん
の
ご
参
拝

が
あ
り
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ

非
常
に
楽
し
い
法

座
と
な
り
ま
し
た
。

ヽ

　

　

翻ン

ン
ン
　
　
ン
ン

備
中
里
組
の
門
徒
推
進
員
連
絡
協
議

会

（長
安
圭

一
会
長
）
の
総
会
と
研
修

会
が
、
五
月
二
十
三
日
十
時
二
十
分
よ

り
浄
心
寺
礼
拝
堂
に
て
開
か
れ
ま
し
た
。

門
徒
推
進
員
十
名
、
組
長
を
は
じ
め

僧
侶
五
名
出
席
の
も
と
、
平
成
二
十
九

年
度
の
行
事
報
告
、
決
算
報
告
、
新
年

度
の
行
事
計
画
、
予
算
案
、
役
員
改
選

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
備
後
教
区
の
教
務
所
長
、

菅
原
順
昭
師
に
よ
る

「南
無
阿
弥
陀
仏

は
仏
様
か
ら
の
よ
び
か
け
」
と
い
う
ご

法
話
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
ご
自
身
の
体

験
を
踏
ま
え
た
、
や
さ
し
い
語
り
回
の

お
話
で
し
た
。

そ
の
後
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら
懇
親

会
を
も
ち
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

七
月
二
十
三
日
（月
と

一十
四
日
（火
）

小
学
生
対
象
に

一
泊
二
日
で
、
仏
さ
ま

の
お
話
を
聞
い
た
リ
ゲ
ー
ム
を
し
た
り

し
ま
す
。
門
信
徒
以
外
の
お
子
さ
ん
も

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
細
や
申
し
込

み
は
浄
心
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
締
め
切
り
は
七
月
十
七
日
。

ｒ′．　
館

ヤ0しいよ秋
琴
徳
岸
会

沓
餘

層
徒総追悼
ネ
付
経
法
要

講
師

倉
敷
市
西
方
寺

幡

多

哲

也

師

九
月
二
十

一
日
（金
）
十
三
時
半
よ
り

念仏のつどいにこ参加を !

毎月十五日午後一時半 (六月、七月

は七時半)よ り、門信徒会主催の境内
清掃を行つております。

近年は婦人会の当番班中心の清掃に

なつており、門信徒会からもっと参加

を、という声があがっております。ど

うぞ男性も積極的にこ参加くださしヽ。

一月と八月ほお休み、九月 (七時半

より)は仏婦の清掃奉仕です。

l
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仏
婦
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ナ
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ワ
ツ
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鞘瑠

六
月
十
七
日
、
三
十
年
度
総
会
を
開

催
。
出
席
者
四
十
九
名
。
重
誓
侶
の
お

つ
と
め
、
改
定
さ
れ
た
仏
婦
綱
領
の
唱

和
で
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度
行
事
、
決
算
報
告
、

平
成
三
十
年
度
行
事
予
定
、
予
算
案
が

審
議
さ
れ
、
承
認
。

ま
た
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
、
お
み
が

き
奉
仕
も
例
年
通
り
の
行
事
に
組
み
込

ま
れ
、
研
修
旅
行
は
、
八
月
三
十
日
徳

島
に
て
開
催
の
、
中

・
四
国
地
区
仏
婦

大
会

へ
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

新
綱
領
の
改
定
に
つ
い
て

浄
土
真
宗
の
み
教
え
に
則
し
て
、
時

代
や
年
代
を
踏
ま
え
た
文
言
に
改
定
さ

れ
ま
し
た
。
新
し
い
綱
領
に
つ
き
ま
し

て
は
、
仏
婦
役
員
の
方
よ
り
み
な
さ
ま

に
お
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

役
員
交
代

教
区
常
任
委
員

（新
）
桝
平
敬
子

（旧
）
伊
藤
朋
子

△
式
　
　
計

（新
）
藤
井
枝
利
子

（旧
と

一宅
恭
江

地
区
委
員

略
班

（新
）
妹
尾
美
加

（旧
）
長
安
昌
子

四
月
二
十
二
日
、
隔
年
に
な

っ
て
い

る
第
十
七
回
ダ
ー
ナ
バ
ザ
ー
を
開
催
。

前
日
か
ら
地
区
委
員
さ
ん
に
有
志
の

方
々
が
加
わ
り
総
勢
三
十
五
名
の
お
手

伝
い
で
、
会
員
、
門
信
徒
の
方
々
が
提

供
し
て
下
さ

っ
た
沢
山
の
品
の
値
付
け

に
大
奮
闘
。
ま
た
、
調
理
は
今
年
か
ら

若
手
に
バ
ト
ン
タ
ツ
チ
し
、
伝
統
の
レ

シ
ピ
？
を
お
手
本
に
、
大
量
の
ち
ら
し

寿
司
、
赤
飯
に
挑
戦
。
出
来
ば
え
の
方

は
合
格
点
を
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
他
に
は
桝
平
先
生
指
導
の
、
バ

ナ
ナ
ケ
ー
キ
、
く
る
み
餞
頭
。

手
づ
く
り
の
コ
ー
ナ
ー
は
細
や
か
な

手
仕
事
の
愛
ら
し
い
品
々
、
と空
冗
で
す
。

ま
ず
ま
ず
の
盛
況
裡
に
終
え
る
こ
と

が
出
来
、
応
援
し
て
戴
い
た
皆
さ
ま
に

感
謝
で
す
。
売
り
上
げ
の

一
部
は
、
委

員
会
で
検
討
し
地
域
に
奉
仕
の
予
定
で

す
。

一

柵盛
韻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
抑靭
輯
裕
納瑠
瑠
欄
鞘

↓
！
初
！
参
…
式
　
　
　
ｉ

五
月
十
三
日
十
時
よ
り
本
堂
に
て
、

初
参
式

（し
ょ
さ
ん
し
き
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
で
第
六
回
目
で
す
。

こ
れ
は
、
お
子
さ
ん
の
初
め
て
の
お

寺
参
り
を
記
念
す
る
儀
式
で
す
。
初
め

て
本
堂
の
阿
弥
陀
さ
ま
に
ご
あ
い
さ
つ

し
ま
す
。
ま
た
、
親
子
と
も
ど
も
生
ま

れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
み
教
え
を

よ
り
ど
こ
ろ
に
日
々
を
送
る
こ
と
を
誓

う
場
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
藤
井
音
羽

（と
わ
）
ち
ゃ
ん

（生
江
浜
）

一
歳
と
そ
の
ご
家
族
、
あ

わ
せ
て
五
名
の
参
加
で
し
た
。

住
職
に
よ
る

「ら
い
は
い
の
う
た
」

の
お
つ
と
め
、
ご
法
話
の
後
、
記
念
写

真
、
そ
の
後
、
手
形
、
足
形
を
色
紙
に

と
り
ま
し
た
。
ま
た
、
五
月
二
十
六
日

五
月
二
十
五
日
、
こ
ど
も
た
ち
に
日

本
古
来
の
楽
器
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
平
田
澄
子
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、

こ
ど
も
寧

（こ
と
）
教
室
が
開
か
れ
ま

し
た
。
園
児
、
小
学
生
男
女
あ
わ
せ
て

十
二
名
が
参
加
、
初
め
て
寧
に
さ
わ
る

子
が
ほ
と
ん
ど
で
、
お

っ
か
な
び

っ
く

り
弦
を
つ
ま
弾
き
ま
し
た
。

緊
張
し
て
い
た
の
か
、
み
ん
な
表
情

が
硬
か
っ
た
の
で
す
が
、
後
日
、
楽
し

に
は
斎
藤
花
さ
ん
（小
六
）
、
斎
藤
晴
く

ん
（小
一こ
、
福
島
ひ
か
り
ち
ゃ
ん

（年

中
）
も
本
堂
で
初
参
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
家
族
そ
ろ
っ
て
お
寺
に

お
参
り
く
だ
さ
い
ね
。

月
に

一
度
、
第
四
金
曜
日
の
四
時
半

か
ら

一
時
間
で
す
。
小
学
生
以
下
が
対

象
で
す
。
寧
は
お
貸
し
し
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ラ
ス
の
練
習
日
が
変
更

★

毎
月
第
２
土
曜
日

午
前
９
時
３０
分
か
ら

章:響官 軍軍雫軍i     響響響    宰宰韓軍7守軍翠
/ヾ
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０
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０
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０

０
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０

０

０
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０

か

っ
た
と
い
う
声
が
ど
の
子
か
ら
も
あ

り
ま
し
た
。
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|◎ 花まつり    4月 29日 仕)8時頃より     |
!◎ 総  会    5月 20日 (土)]]時 30分       |
:◎ 降 誕 会       13時 女声コーラス同好会、音楽家の皆さん |

i  仏教讃歌とチャリティコンサートと上方落語 集福奪禽窯師、室寿師  !
◎ 研1多旅行 6月 3日 (土)大谷本廟参拝と伏見、月桂冠大倉:論館、33名参〕l:

=◎ 法物虫ぼし法座  7月 18日 (火 )131寺30分 竹原市宝泉寺官知尚師
|◎ サマースクール  7月 24日 個)～25日 (火 )教区内スルフ3名、74名馴
|◎ 孟蘭盆会 8月 15日 (火)]0日寺、14口寺住職、前住職

ダーナバザー  4月 22国 (国 )10時半より◎

◎

◎

◎

花まつり

総  会
降 誕 会

4月 29日 (国)8時頃より
5月 ]2国 (土)]]日寺
]3日寺 女声コーラス同好会、音楽家の皆さん

:◎ 秋季彼岸会,永代経 9月 22国 (金 )]38寺30分 出手町正円寺石|1畑全師

|◎ 地区委員会   ]2月 2日 仕)]]時30分

仏教讃歌とチャリティコンサートと上方落語 奨 福 奪 室 富 師
◎ 法物虫ぼし法座  7月 19国 (木)13時 30分 神辺町光行寺苅屋光影師
◎ サマースクール  7月 23日 個)～24日快)教区内スタッフ3名
◎ 孟蘭盆会 8月 15国 (水)]0日寺、14日寺住職、前住職

◎ 秋季彼岸会・永代経 9月 21国 (金 )]38寺30分 倉敷市西方寺幡多哲也師 !

◎ 石汗修旅行 ]]月 ]2国 個 )福山市沼隈町、宝田院

◎ 地区委員会   ]2月 ]国 仕)]]時30分
◎ 幸R恩謡 ]3日寺30父〉福山市内海町善正寺刃「須英信師 ◎ 幸鼠恩講 13日寺30と分三原市大和町教専寺福間義朝師

|◎ 除夜会、修正会  12月 3]国 個)、 元旦
!◎ 新春の集い   平成31年 ]月 中旬頃
!◎ 春季彼岸会・詔t経 平成31年 3月 講師 :未定

|あさのおつとめ 通年毎朝 6時
|◇やさしい仏教入門 毎回]9i30～2]!00解説i住職
l     ①4/]](水 )、 ①6/5(火 )、 ②8/25(土 )、
,    ① 10/5(金 )、 ① ]2/7(金 )、 ①2/未定
!◇念仏のつどい 毎月 15国 1330より但し1月、8月はお休拐男性の剣 を
|「浄心寺だより」発刊 123号 (5月 )、 124号 (7月 )、 125号 (11月 )、 126号 (3月 )
1仏教 婦人 会 5/]3初参式、6/17総会、福祉施設慰間、料理教室(2回 )、
1        例会(3月 )、 清掃奉仕(念仏の集い)、教区各種研1場会など
li文化寧同好会 毎月第 ]水 l窪 時間未定指導 i平日澄子先生
1貯コーラスコー)防蕎風 毎月第 2土曜 9i30指導 i平田澄子先生
!ヨ ガ教室 毎週金曜日10i30～ ]]i30指導 i藤本幸代先生
1本山関係 7月全国真宗青年のつどい、9月干鳥酬 全戦没者
!     追1卓法要、各種研修会、記念法要など
:備後教区 各種研‖多会、定炉怯座(毎月]]国 )、 ]]/3研隅 話、
1     総代研修会、平租のつどいなど
1備中里組 同朋研1多協議会、第7期連続研修会(1嗣数月)、
1     5/]2青年部会主催「ネ申之峰に登ろう !」

|::,:i:!!i:i!i!!!!:i   i  !:!:: i!'

ニチllk入の部 6,470,809円
門信徒会会費、行事参加費 (新春のつどい、

リマースクール、研修旅行)、 教化助成金、

法座懇志、冥加金、預金利子、繰越金

(ほかに門信徒会基金 10,500,000円 )

.ジ :支出の音田 6,470,809円
行事費 (法座、サマースクール、研修旅行、

新春のつどい、仏教講座、役員会、総会 )、

賦課金、通信費、火災保険料、手数料、

消耗品費、印用」裂本費、光熱水費、修繕費、

研修費、予備費

!◎ 除夜会、修正会  ]2月 3]国 (日 )、 元里         !|
|◎ 新春の集い   平成30年 1月 25国 (木)44名参力日  i
!◎ 春季彼岸会・永lt経 平成30年 3月 23日 (金 )大崎上副勘順一英師|

!あさのおつとめ 通年毎朝 6時          i
l◇やさししヽ仏教入門 毎回]9130～2]i00解説!住職  |
l     ④4/13(木 )、⑥6/9(金 )、⑥8/17(木 )、     !
!    ②10/](国 )、 ⑥]2/9(土 )、 C氾/5(国 )    !
,◇念 仏 の つ どい  毎月 ]5国 1330よ り但し1月、8月はお休拐男性の参加を |
!「浄心寺だより」発刊 119号 (5月 )、 120号 (7月 )、 121号 (11月 )、 122号 (3月 )!
, 4A孝欠夕需ノ(壬き 5/21初参式(4名 )、 5/24研修旅行(伝灯奉告法要参拝)、 6/19総会、77福祉施設 i
l            

慰間、2/13料理教室、3/11例会、清掃奉仕(念仏の集い)、教区各種研修会など    !

1文化寧同好会 毎月第 ]水曜 ]9i30指導 !平田澄子先生 !

1貯コーラスコール清風 毎月第 2土 l窪 19i30指導 !平田澄子先生 |

| ヨフげ認【E室 (9月から開始)毎週金曜日10130～ ]130指導1藤本幸代(さちよ)先生 |

!本山関係 伝灯奉告法要、7月全国真宗青年のつどい、9月千鳥 !

:      が淵全戦没者追悼法要、各種研修会、記念法要など !
1備後教区 各種研1多会、定例法座(毎月]]国 )、 10/27総代研修会、
!     ]]/30報 恩講、平和のつどいなど        !
1備中里組 7/]6同月月研修協議会、第7期連続研1多会(偶数月)、

!

!     4/22青年部会主催「真鍋島を歩こう 1」 60名  |

棒 収入の部 6,206,900円    |
門信徒会費、行事参力日費 (新春のつどい、サマー  |‐

スクール、研修旅行)、 教化助成金、法座懇志、  !
冥力日金、預金利子、繰越金           |

t宮 tま 支出の言口 6,206,900円    !
行事費 (法座、荘厳費、リマースクール、研修旅行、!

新春の集い、役員会、総会 )、 賦課金、     |
通信費、手数料、消耗品費、印用」裂本費、   i
光熟水費、修繕費、当期乗」余金       i

この決算について|よ、平成30年 5月 8日、監査藤井 |
浩一郎氏、高橋保文氏により監査を受 |ナ、正確かつ |
妥当なことが認められ、5月 12日、門信徒会総会に !
おいて承認されました。
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宝
田
院
は
、
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
汲

む
鎌
倉
の
明
光
上
人
が
、
山
南
の
光
照

寺
建
立
の
後
、
隠
居
寺
と
し
て
建
立
し

．
一　
　
　
」旅
第
理
の
や
」
　
　
十一　
　
　
諭
瑚
筋
派．
綸
釧

五
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

「薩

　

　

宝
田
院
は
浄
心
土

摩
か
く
れ
念
仏
を
た
ず
ね
て
」
は
希
望

　

停
（め
い
で
ん
と

者
少
数

の
た
め
、
や
む
な
く
開
催
を

　

す
。
明
博
は
浄
心
土

取
り
や
め
、
次
の
旅
行
を
企
画
し
ま
し

　

れ
、
境
内
を
宮
地

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
移
し
て
伽
藍
を
整
え
た
ほ
か
、
多
く
の
　

で
す
。
こ
の
光

中”

「浄
心
寺
の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
て
～
宝
田

　

法
宝
物
を
も
た
ら
す
な
ど
、
現
在
の
浄

　

陥
坐
寸
も

今

回

院
参
拝
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
寺
の
い
し
ず
え
を
築
い
た
重
要
な
僧

　

訪
れ
る
予
定
で

車

日
時
・
十
一
月
十
二
日
（月
）　
　
　
　
侶
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。　
　
　
　
　
練

．瑠一　　　　　　　一　　　．ギ一＝！　
”搬範ｋ榊刀っ及「。に期籾繰螢其鞠」　
運脇策剛陸劇印巌一か”∬うな逸

④
隠
秘
　
　
知
覧
領
主
か
ら
許
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
話
が
伝
わ
る
。

秘
仏
の
柱

知
覧
町
門
之
浦
に
あ
っ
た
海
運
商

・

な

か

か

く

ベ
　
テえ

仲
覚
兵
衛
の
納
戸
柱
の
中
を
く
り
、
わ

か
ら
な
い
よ
う
に
蓋
を
し
て
本
尊
を
安

置
、
密
か
に
拝
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
五
年
の
解
体
時
に
は
、
中
の

物
は
失
わ
れ
て
い
た
が
、
加
工
の
状
況

か
ら
、
軸
装
の
御
影
像
を
巻
い
て
本
尊

と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
覚
兵
衛
は
、
獣
骨
が
肥
料
に
な
る

こ
と
を
日
本
で
最
初
に
発
見
し
た
人
物

と
さ
れ
、
薩
摩
藩
が
財
政
立
て
直
し
の

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
産
物
の
増
産
に
力

を
注
い
で
い
る
時
期
に
骨
粉
配
給
所
を

設
置
し
、
菜
種
、
さ
つ
ま
い
も
、
水
稲

海
上
で
拝
ま
れ
た
本
尊

薩
摩
半
島
の
南
端
、
東
シ
ナ
海
に
面

し
た
松
ヶ
浦
公
民
館
が
所
有
す
る
、
ご

本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
絵
像
は
、
海
に
運

び
出
さ
れ
、
舟

上
で
礼
拝
さ
れ

た
。
波
が
静
か

で
月
の
明
る
い

夜
に
は
、
舟
の

上
で
同
行
衆
が

勤
行
を
行

っ
た
。

ま
た
、
役
人
が

見
え
た
り
す
る

と
、
舟
の
中
に

役
人
の

「本
尊
を
隠
し
て
い
る
。
必

ず
出
せ
」
と
の
厳
命
に
、
老
婆
は
鹿
児

島
あ
た
り
か
ら
買

っ
て
き
た
偽
物
で
し

の
ご
う
と
考
え
、
で
き
る
だ
け
古
物
に

見
せ
よ
う
と
家
人
の
気
づ
か
ぬ
夜
半
、

ひ
そ
か
に
生
松
葉
を
焚
い
て
古
色
を
付

け
て
い
た
。
す
る
と
小
用
に
起
き
た
嫁

女
に
み
つ
け
ら
れ
、
言
い
逃
れ
に
困

っ

た
と
い
う
。
笑
う
に
笑
え
な
い
先
人
の

苦
労
が
偲
ば
れ
る
話
で
あ
る
。

（本
文
、
写
真
共
に
本
願
寺
新
報

平
成
二
十
九
年
二
月
十
日
号
よ
り
）

※

今
年
度
の
研
修
旅
行
と
し
て

「さ
つ
ま

か
く
れ
念
仏
を
訪
ね
る
」
を
募
集
い
た

し
ま
し
た
が
、
お
申
し
込
み
が
僅
少
の

た
め
、
や
む
な
く
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

66555555444444

16 5 282013 4 3 1 17151413 8 5

70879569868510086649154808798

|・ ‐■平成30年度 |‐ ||
「百億徒会会費納入のお'ねがい

1 本年度会費納入をお願 申 上ずます。
1納入につき|ま してはす地区委員さ|んを通し
,てか、地区委員のおられなしヽ地区の方|よ己

参舞の折、あるしヽは同封の郵便振替―〈手数

料無料)'でお肢しも た`しまする| | ■
1門信徒会費は年額字ョ0口0円として、そ|―

れ以上の御懇志の方に|よ金額を限定してお 浅
口
市

入
　
江

横
　
島

生
江
浜

士
口
　
浜

倉
敷
市

官
田
　
岡

金
　
浦

生
江
浜

生
江
浜

大
　
阪

浅
回
市

大
井
南

西
大
島

（敬
称
略
）

上
河
内
　
恭

植
村
須
磨
子

三
田
　
浩
之

北
村
　
紀
子

森
川
　
裕
子

松
浦
　
敏
子

山
崎
　
孝
子

小
林
　
静
恵

赤
田
　
道
子

藤
井
　
　
明

木
村
喜
代
子

佃
　
ナ
ツ
エ

熊
澤
　
光
俊

上
田
　
正
治

(会 計)りません。
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新
し
い
仏
教

ぜ
ん
ぢ
し
き

法
然
上
人
を
善
知
識

（念
仏
の
教
え

　

栄
西

・
道
元
が
伝
え
た
禅
宗
は
し
ば
ら

　

　

フ」
う
し
て
仏
教
伝
来
か
ら
六
百
年
、

を
勧
め
導
く
人
）
と
仰
い
で
、
浄
土
真

　

く
お
い
て
、
法
然

・
親
鷲

Ｊ
日
蓮
の
新

　

伝
教
大
師
最
澄
が
比
叡
山
下
に
高
僧
育

宗
を
ひ
ら
か
れ
た
親
鸞
聖
人
は
、
鎌
倉

　

と不
教
は

「万
人
に
開
放
さ
れ
た
宗
教
」
　

成
の
山
の
大
学
を
開
い
て
か
ら
四
百
年
、

時
代
の
生
ん
だ
新
仏
教
の
筆
頭
を
な
す

　

と
し
て
の
性
格
を
そ
な
え
た
も
の
で
す
。　
　
よ
う
や
く
に
し
て
日
本
の
仏
教
は

「誰

も
の
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
新
し
い
仏

　

そ
れ
は
教
義
が
平
易
で
あ
り
、
実
行
が

　

に
も
通
ず
る
宗
教
」
と
し
て
、
ゆ
た
か

教
と
し
て
は
、
栄
西
禅
師
が
中
国
か
ら

　

容
易
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、　
　
な
実
を
結
び
ま
し
た
。
男
も
女
も
、
す

伝
え
た
臨
済
宗
、
道
元
禅
師
が
伝
え
た

　

あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
が
参
加
し
て
教

　

べ
て
の
人
に
仏
の
悟
り
を
得
さ
せ
た
い

曹
洞
宗
、
そ
れ
に
日
蓮
上
人
が
ひ
ら
い
　

団
を
つ
く
り
、
し
か
も
同
朋
同
行
と
し

　

と
い
う
聖
徳
太
子
の
念
願
は
、
こ
こ
に

た
法
華
宗

（日
蓮
宗
）
が
あ
り
ま
す
。
　
　
て
教
団
内
部
で
は
上
下
の
差
別
が
あ
り

　

は
じ
め
て
実
を
結
ぶ
に
至
っ
た
の
で
す
。

簿
簿
簿
簿
簿
簿
鶴
鶴
簿
簿
簿
簿
韓
簿
簿
簿
簿
簿
簿
簿
鑢
簿
簿
簿
簿
む
響
簿
簿
鑢
簿
簿
簿
簿
簿
簿
簿
簿
簿
簿
韓
簿
簿
簿
簿
簿
簿
簿
簿
簿
簿
簿
簿

やか

だ
い
　
し

　

　

かヽ
　
け
ん
　
　

かヽ

じ
ょ
う

当
寺
の
雷
震
蔵

（経
蔵
）
内
部
の
正

　

た
寛
延
二
年

（１
７
４
９
）
ご
ろ
に
制

常
大
士
、
皆
彙
、
皆
成
像

面
に
安
置
さ
れ
て
い
る
着
色
の
木
像
で

　

作
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
す

　
　
博
大
士
は
倫
子
（椅
子
）
に
座
し
、
普

博
大
士
（４
９
７
～
５
６
９
）
は
博
翁

　

建
、
普
成
の
二
童
子
は
両
脇
に
立

っ
て

と
も
い
い
、
中
国
嶺
梁
代
の
人
。
双
林

　

い
ま
す
。

寺
を
建
て
ま
し
た
。
大
蔵
経
の
間
覧
に
　

　

当
初
は
彩
色
鮮
や
か
で
あ

っ
た
の
で

車〕　賄抑統親難Ｆ難軸棚ｏ（御晦斌的癖　車中中崎」義中舶中帥邦帥帆車中ノ。欠年

士像．．．高普ヽ成像．．　
”抑郷数鼓政策抑断ド郷設使難し
　
ま唖爆槻均腱酔蜘卿義類蔭醜詢Ｍ

臥
離
　

　

本
願
寺
の
経
蔵
に
は
六
角
形
の
回
転

　

紹
介
し
た
黄
柴
版
の
大
蔵
経
や
法
宝
物

式
の
書
架
が
設
置
さ
れ
、
正
面
内
部
に

　

が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
せ
ん
。
も
は
や
広
大
な
伽
藍
は
無
用

の
長
物
で
あ

っ
て
、
人
び
と
は
さ
さ
や

か
な
庵
室
に
集
ま

っ
て
教
え
を
聞
き
、

山
の
仏
教
で
は
女
人
を
禁
制
し
た
の
に
、

新
宗
教
は
い
ず
れ
も
女
性
の
入
信
救
済

こ
れ
で
現
在
日
本
に
存
在
す
る
主
要
な

　

を
み
と
め
、
男
女
を
平
等
視
し
た
の
で

宗
派
は
み
な
成
立
し
た
わ
け
で
す
が
、　
　
あ
り
ま
す
。

手
母
閣
分
車
（
Ｔ
つヽ
う唇
え

八
月
十
五
日
（水
）
十
時
と
十
四
時

浄
心
寺
本
堂
に
て

お
盆
の
お
つ
と
め
を
し
ま
す
。

門
前
放
生
池
の
亀
た
ち
が
元
気
な
姿

を
見
せ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度

門
信
徒
会
総
会
、
宗
祖
降
誕
会
等
々
の

諸
報
告
及
び
、
今
後
の
予
定
と
し
て
虫

干
し
法
座
、
研
修
旅
行
案
内
、
孟
蘭
盆

会
、
秋
季
彼
岸
会
、
門
信
徒
会
費
納
入

依
頼
等
々
を
お
知
ら
せ
す
る
第
‐２４
号
の

『浄
心
寺
だ
よ
り
』
を
お
届
け
し
ま
す
。

お
寺
で
の
法
要
や
法
座
に
参
拝
さ
れ

尊
い
ご
縁
に
遇
わ
れ
ま
す
よ
う
に
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。
　

（編
集
委
員
会
）

ことが

お寺へ電話をおかけの際は

願いします。

◎浄心寺ホームベージ g httF〃 jOShinil口 sukittarittnet/


